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完新世揚子江堆積物のOSL年代測定と，推定される堆積過程
OSL dating of Holocene Yangtze delta sediments: implications for sedimentation mech-
anisms
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揚子江の洪水史は，夏季東アジアモンスーン（EASM）がもたらす降水量と関連性があり，完新世における EASMの頻
度と降水量の復元は，現在の異常気象を理解するために重要である．揚子江デルタ堆積物は主に洪水時期に流出した懸濁
物粒子から構成されており，EASMの良いアーカイブであるが，生物源炭酸塩が稀なことから年代制約が困難であった．
本研究では，揚子江デルタ堆積物コア YD13-1H,G3を対象にOSL年代測定を用いて年代制約を与えることを目指し，具
体的には１）デルタ堆積物を形成する現在の懸濁物粒子が堆積前に露光されているか，２）デルタ堆積物内の石英微・粗
粒子の OSL年代が放射性炭素年代と整合的であるか，３）石英と長石の露光時間への応答の違いから，鉱物粒子の運搬
過程の推定ができるか，の 3点に着目した．
測定結果から，現在の懸濁物粒子は事前に露光しており，デルタ堆積物を構成する鉱物粒子はOSL年代測定に適して

いることが確認された．2本の堆積物コアから得られた OSL年代は，下部 4mが一様に 6千年，上部 5mが 2千年と急
激な堆積速度を示し，これらはデルタの形成時期および人間による開拓が始まった時期と一致した．また点在する現地
性の貝化石の年代とは，洪水のイベント層と推定される砂層を除き一致した．OSL年代がこの二つの時代に集中する理
由について，堆積構造，長石の OSL年代と放射性炭素年代との比較から検討する．
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